
 

 

 

 

 

 

 

 

ニュースレター【事務局情報】 

平成 26年度通常総会の開催！ 

5月21日（水）17：00北見市武道館研修室において特

定非営利活動法人北見市武道振興協会平成26年度通

常総会が行われました。会場には北見市教育委員会ス

ポーツ課長と諮問機関の北見市武道振興協議会（武藤

弘司会長）が同席し、来賓紹介から総会が始まりました。

佐藤壽春代表理事挨拶の後、北見市武道館指定管理者の収支決算報告が行われ、引き続き審議事項に入り

ました。事業報告及び決算報告及、監査報告がそれぞれ述べられ、いずれも異議なく承認されました。また、6 月

28日開催予定の「第 19回北見市総合武道祭」や 9 月 16日に予定される「武道振興協議会創立 20周年記念式

典」が盛り込まれた平成 26年度事業計画案や収支予算案も審議され、いずれも満場一致で承認されました。 

実行委員会で事業計画がより具体的に発表されました！ 

通常総会終了後に開催された「第 19 回北見市総合武道祭実行委員会」では、準備日程から当日の開催要

項など内容がより具体的に発表され、計画の検討がなされました。第 2回実行委員会は 6月 11日（水）17時よ

り北見市武道館研修室で行われることとなり、無事閉会しました。 

【武道館情報】東京都在住の一団が武道館見学 

5月 24日(土)午後 1：30頃、北見市商工観光部観光振興室 観光

振興課の企画で、東京都在住の北見市出身の方々総勢 34名(隨伴 2

名)が北見市武道館を見学しました。約 50 分間と短い時間でしたが、

館内の説明や質問を交わしながら、「明るくやわらかい照明で広々とし

た館内で居心地がいいですね。」「畳が柔らかく板張りも素晴らしい。弓

道をこんな間近で見れるなんて」などと、絶賛していただきました。また、当日は北見工大と帯広畜産大学によ

る大学対抗試合も開催されており、剣道の迫力に見入っていました。 

連載 中国「老子」の思想  五十六章 「和光同塵」 

真の智者は、知をひけらかさない。知をひけらかすものは、真の智者ではない。 

真の智者は、感覚にとらわれもせず、みだりに私意をはたらかせもしない。才知を捨て、自己主張もせず、た

だ平々凡々として、世俗に同調する。「道」と一体化するとは、このことである。 

だから、真の知者に対しては、親しむべきか、憎むべきか、利すべきか、害すべきか、尊敬すべきか、軽蔑す

べきか、人々は判断のてがかりがつかめない。 

このような、外からの力ではどうすることもできない人物こそ、もっとも偉大なのである。 

原文：知者不言、言者不知。塞其兌、閉其門、挫其鋭、解其紛、和其光、同其塵。是謂玄同。故不可得而親、亦不可

得而疏。不可得而利、亦不可得而害。不可得而貴、亦不可得而賤。故爲天下貴。           五十七章に続く 
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